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兜　間 ●工 動　　的 ス　テー　ジ コンサート・演劇・ダンス・人形劇・古典芸能・ステージ
街頭宣伝 アート・宣伝カー・歩行者天国・アドマン・街頭演説・セ
イ　ベン　ト レモニー・社会行事・コンテスト・ゴシップ・パーティ・
ダイアローグ 講演会・文化教室・ミニコミ・友人家族交流
静止的 インテリアディスプレイ ファニチャー・POP・インテリアクラフト・照明・包装
パッケージ 紙・ケース・ショッピングバック・製品カバー・ハウスオ
出　版　物 一ガン・カタログ・タウン誌・電話帳
実　体
動　　的 リテールディスプレイ 店外ディスプレイ・ショーウィンドウ・ワゴン・フロアデ
　　　　一mベルァィ イスプレイ・パーマネントノベルティ・タレントノベルテB・ブランドプレミアム・ファッションリーダー・ファッ
ファッション ションショー・タレントファッション
※　主に産業メディアを中心に分類。
お　わ　り　に
　本研究において「未来芸術と未来工学」というテーマづけをしたのは，最初から個別領域とし
ての各々の分析をする意志は毛頭なくその両者がやがて新しい複合領域，又は統合領域として現
出することを仮説として信じていたからである。しかし実際にその二領域の未来を推論してみる
とあらためてこの問題の重大さに気づいたと言ってよい。そもそも「工学」の領域一つをとって
も本来は単的に分類することの不可能な膨大な世界であり，又「芸術」の領域も同じく膨大であ
る。にもかかわらず，あえてこの大問題を切り開こうと決断したのはむしろ我々の座している産
業的現実像の切迫に答えてのことである。すなわち推論よりも何よりも高度な複合領域の産物を
今我々は手にし，又消費し，そして創り出さざるを得ないという現実に直面しているからであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦る。マーシャル・マクルーハンは「人間拡張の原理」の中で次の様に言っている。
　「テクノロジーにしっかりと直面できるのは，五官の知覚を変化に応じさせることに習熟した
真の芸術家だけである。」
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